導入ルートについて
私たちが路面電車の導入を検討したのは、大宮駅と埼玉スタジアム2002を結ぶ全長9.26kmのルートである。具体的ルートは以下のとおりだ。
1：大宮駅東口前を出発し、埼玉県道214号上を東へと進んでいく。
2：県道上を6.9km程走り、県道214号と県道105号とが交わる上野田交差点に到達するところで、県道214号を降りて新設された専用軌道に乗る。
3：上野田交差点から高畑陸橋までを結ぶ全長約900mの専用軌道(以後専用軌道Aとする)を走りきった後に高畑陸橋を渡り、東北自動車道の上空を横切る。
4：陸橋の途中から再び長さ50mほどの専用軌道(以後専用軌道Bとする)に乗り、東北自動車道沿いの国道122号線に降りる。
5：国道122号を1.4kmほど南下し(時速60km)、埼玉スタジアムに到着。
私たちの想定した路面電車のルートは、自動車で大宮駅から埼玉スタジアムまで行くルートと大筋では変わらないのだが、二箇所に専用軌道を通す事で路面電車の有利性を高めている。なぜ、上記の二箇所に専用軌道を通すのかの理由は次のとおりである。
まず、両方の専用軌道に共通して言えることは、走行距離を短縮できるということである。もし専用軌道Aを造らない場合、電車は上野田交差点を右折して630m南下した後、浦和東高校入口交差点で左折して630m北上しなくければならない。したがって、専用軌道Aを通した場合よりも360m余分に走らなくてはならない。専用軌道Bを造る場合と、造らない場合とではより大きな差が生じてくる。専用軌道Bを造らない場合、電車は埼玉スタジアムを巻き込むようなルートを走らなくてはならない。その際、高畑陸橋から埼玉スタジアムまでの走行距離は約2700mであり、専用軌道Bを造る場合よりも約1300m長くなってしまう。
また、自動車と同じルートを走ると右左折が多くなることも、両専用軌道建設理由のひとつである。両専用軌道を造らない場合、右左折の回数は、両専用軌道を造る場合と比べて4回も多くなる。右左折箇所では脱線の危険性が高まり、路面電車の速度が落とさなくてはならない。したがって運行時間を縮めるためには右左折の回数が少ないほど良いのである。さらに、浦和東高校入口交差点での左折はやや角度がきつく、路面電車の運行の大きな妨げとなることであろう。
両専用軌道を通した場合と、通さなかった場合とでの所要走行時間の差を試算してみると以下のとおりになる。
条件：路面電車は直線走路を時速40kmで走り、専用軌道を時速 60kmで走る。右左折地点の40m手前から速度を時速20kmに落とし、曲がり終わってから40m後に再び速度が時速40kmに戻る。なお、停車する駅の数に差はないとする。

上野田交差点の手前40mから高畑陸橋入口までの所要時間は以下のとおりである。

　専用軌道Aを造る：40m÷時速40ｋｍ＋900m÷時速60km＝0.96分

　自動車道を通る：80m×2÷時速20km＋（1260m－120m）÷時速40km　　　＝2.19分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高畑陸橋終点の手前40mから埼玉スタジアムまでの所要時間は以下のとおりである。
専用軌道Bを造る：80m÷時速20km＋(1400m－40m)÷時速60km＝1.6分
自動車道を通る：80m×3÷時速20km＋(2700m－200m)÷時速40km　　　＝4.47分

この条件に基づいて計算すると、所要走行時間の差は4.1分となる。
自動車とまったく同じ道を走っていては、せっかく路面電車を導入しても、時間のかかりすぎで廃止となった、大宮駅～埼玉スタジアム間シャトルバスの二の舞になりかねない。時間短縮のために、両専用軌道を必ず造るべきであろう。
電車停留所の設定について

　私たちは路面電車の導入にあたって、以下の10個の電車停留所の建設を想定した。

1：大宮駅東口(大宮区大門町1丁目)
2：大宮東中学校前(大宮区東町1丁目)
3：自治医大大宮医療センター前(大宮区天沼町1丁目)
4：南中野(見沼区南中野)
5：ヨークマート前(見沼区南中野)
6：東新井(見沼区東新井)
7：上山(見沼区山)
8：見沼自然公園(見沼区加田屋2丁目)
9：浦和東高校前(緑区寺山)
10：埼玉スタジアム前(緑区中野田)
電車停留所を設定するにあたっては次のような条件を重視した。
　1：駅と駅の間隔は1km以内にする。

　2：電車停留所の周辺に人をひきつけるような施設がある。

　3：電車停留所建設に十分なスペースがある。

駅と駅の間隔を1km以内にするのは、沿線住民が最大でも500m歩けば駅に着ける状況を作るためである。それぞれの駅の特徴を簡単に挙げていく。
大宮駅東口：駅前ロータリーを利用した折り返し運転ができる。道は広く、電車停留所を作るのに十分なスペースはある。大宮駅利用者が多く乗り降りすると考えられる。
大宮東中学校前：最初の駅からの距離を重視して設定。停留所周辺には住宅が多く、ここも多くの利用者を見込むことができる。交差点周辺には多めに歩行者用のスペースがあり、停留所の設立は容易であろう。
自治医大大宮医療センター：病院の左斜め向かい側に大きな空き地があるのでそこを車庫にする。電車停留場から病院入口までは歩いて10mほど。病院の正面向かい側には、野球グラウンド沿いに広い歩道があり、停留所建設のスペースは十分にある。
南中野：交差点の周辺に空き地や駐車場が多く、停留場を造りやすい。交差点に差し掛かる直前で、右折車と左折車を分ける車線が増えるため、道幅はかなり広い。ここを第一の部分複線箇所とする。
ヨークマート前：ヨークマートをはじめとして多くの飲食店や商店が立ち並ぶ。ヨークマートには屋上駐車場が多く存在しているため、多少県道に面した駐車場を削っても、車客が困るということはないだろう。ヨークマートの右隣にある、個人が所有している駐車場も空きが目立ち、土地の買収に応じる可能性が高い。
東新井：南中野と似たような交差点である。やはり交差点付近の道は広く、ここを第二の部分複線箇所とする。
上山：電車停留所の近くには大宮厚生病院がある。道は狭いのだが、大きな空き地が県道の沿いにある。いったん県道を降りて、空き地に入り込むことで電車がすれ違うことは可能であると考え、ここを第3の部分複線箇所とする。
見沼自然公園前：停留所名のとおり自然公園のすぐそばの駅であり、他には大宮共立病院、共立薬科大学などが近くにある。周辺の空き地面積が10駅の中で一番広い。
浦和東高校前：周囲は畑が多い。浦和東高校に通う生徒の利用が多く見込める。
埼玉スタジアム前：試合が行われる日には相当な混雑が予想される。敷地が広大なので停留所や、折り返しをするためのロータリーを造る用地は十分にある。
